
進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（町並み環境整備事業）

評価軸③-23
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致形成建造物の整備事業

平成３０年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

【課題】
　本庁舎改修工事は，「居ながら工事（業務を継続しながら施工）」により実施している
が，当初の見込み以上に，騒音・振動等による来庁者及び業務等への影響が大きい。
【対応方針】
　令和元年度に竣工した分庁舎を活用し，「居ながら工事」から「集中工事」へと工事を
変更し，来庁者及び業務等に支障なく施工を進めることとした。

状況を示す写真や資料等

歴史的風致を形成する重要な構成要素であり，京都市民のシンボルである本庁舎の保存・改修を図るととも
に，周辺道路の美装化等を進めることで，同地区の街なみ環境の維持・向上を図る。【頁７－３５】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

○ 耐震性能の不足をはじめとした諸課題を解消し，大規模災害時の拠点施設としての機能を確保するとともに，歴史都
市・京都のシンボルとして，歴史的・景観的価値の高い本庁舎（議場を含む。）については，今後とも市民に親しまれるよう
保存し，活用するため，新庁舎整備事業を推進している。

○ 令和元年度は，平成２９年度に着工した本庁舎改修工事において，引き続き，本庁舎の外観修景及び議場の内装復元
に着手するとともに，市役所に接する押小路通の無電柱化に係る詳細設計を完了した。

【歴史的風致・基本方針との関係】多彩な市民生活に欠かせないものとなっている当該建造物の保全を図ることにより，歴
史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりが推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

整備後のイメージパース

免震改修工事の状況 免震装置設置 外壁洗浄試験
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

公益財団法人京都市景観・まちづくりセンターが実施

評価軸③-24
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

京町家改修助成事業（京町家まちづくりファンド）

京町家改修助成事業：平成２３年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

支出（助成額）と収入（寄附金等）の均衡による継続的な事業実施が課題であり，寄附
拡大のため，新たな寄附受入方法の検討，寄附付き商品の開発及び個人・法人による
寄附の拡大に取り組んでいく。

状況を示す写真や資料等

景観形成に寄与する京町家の改修工事等への助成。【頁７－３８】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・寄附の増加を図ること等を目的として，助成対象を社会的にインパクトのあるまちづくり活動，景観・文化面に寄与する京
町家とするとともに，助成金額及び助成割合を引き上げるなど，制度の見直しを行った。
・令和元年度は，京町家まちづくりファンド委員会（８月７日開催）での審査を経て，２件の通り景観の修景を助成対象として
選定した。
・平成３０年度選定（５件）のうち３件の京町家改修工事及び令和元年度選定（２件）のうち１件の通り景観修景工事に助成
した。

【歴史的風致・基本方針との関係】京町家等は＜ハレとケのまち京都＞の歴史的風致の重要な構成要素であり，全ての歴
史的風致の基盤を支える要素でもある。これらの京町家等を住まいとして継承するために必要な取組であり，歴史的建造
物を守り育て，活かしたまちづくりが推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

京町家まちづくりファンド 改修事例

服部邸 改修前 服部邸 改修後

飯田邸 改修前 飯田邸 改修後

太平治家 改修前 太平治家 改修後
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

公益財団法人京都市景観・まちづくりセンターが実施

評価軸③-25
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

京町家まちづくりクラウドファンディング支援事業

平成２７年度～　

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　令和元年度から支援対象を拡大したことについて，認知度を向上させることが課題で
あることから，制度改正を行ったことについての周知を図っていく。

状況を示す写真や資料等

事業者と投資家をインターネット上で結びつけ，多数の投資家から少額ずつ資金を集める「クラウドファンディン
グ」の仕組みを活用し京町家の改修を推進する。【頁７－３９】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和元年度は，投資型クラウドファンディングにかかる初期費用の助成対象及び助成金額の拡充や，特定のクラウドファン
ディング運営事業者を利用する場合のみ支援対象としていた要件の撤廃などの制度の見直しを実施し，より応募をしやす
い環境を整えたが，金融緩和等の社会的環境が要因で，応募者が集まりにくい状況があり最終的な応募件数は０件（申請
相談件数１件）であった。

【歴史的風致・基本方針との関係】京町家等は＜ハレとケのまち京都＞の歴史的風致の重要な構成要素であり，全ての歴
史的風致の基盤を支える要素でもある。これらの京町家等を住まいとして継承するために必要な取組であり，歴史的建造
物を守り育て，活かしたまちづくりが推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

募集の広報資料

HPでの案内
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

防災・安全交付金（地域住宅計画に基づく事業（提案事業））

評価軸③-26
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

空き家対策推進事業

平成２６年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

権利関係が複雑化していることが原因で，空き家の活用等が進まない場合がある。

状況を示す写真や資料等

「空き家の発生の予防」，「空き家の活用」，「空き家の適正な管理」，「跡地の活用」を目的とする各種施策により，
空き家対策を総合的に推進する。【頁７－４０】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

(令和元年度3月末時点実績）

・空き家活用・流通支援等補助金　　　　　　　　　　３８件補助（前年度からの繰り越し５件を含む／翌年度への繰り越し含まず）
・地域主体の空き家対策　　　　　　　　　　　　　　　１４１学区（令和元年度末までの累計）
・空き家活用・流通支援専門家派遣制度　　　　　  ８１件派遣
・地域の空き家相談員　　　　　　　　　　　　　　　　 ２７３名登録

【歴史的風致・基本方針との関係】　京町家をはじめとする住宅ストックの継承を図ることにより，良好な生活環境や景観の保
全，地域コミュニティやまちの活力の向上につながり，歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりが推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

撮影／笹倉洋平[笹の倉舎]

空き家活用・流通支援等補助金を利用した

京町家等の住まいとしての活用
地域連携型空き家対策促進事業

情報交換会

地域連携型空き家対策促進事業

取組事例紹介チラシ

改修前

改修
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-27
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

社寺等及びその周辺の歴史的景観の保全

平成３０年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

京都の歴史的景観を保全し，未来へ継承するため，「景観規制の充実」，「有効な支援策」，「景観づくりの推
進」の３つの柱を一体的に以下の具体策を進める。【頁７－４１】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

(1)眺望景観創生条例に基づく事前協議（景観デザインレビュー）制度　…　８９件実施
(2)歴史的建築物等の維持保全・活用に関する専門家派遣　…　２件実施
(3)「歴史的資産周辺の景観情報（プロファイル）」の充実　…　３地区で実施
(4)景観重要建造物等の指定拡大　…　５社寺で指定に向けた調査業務を実施
(5)地域の歴史的資産や特徴を生かした景観づくりの支援　…　２地区に専門家を派遣

【歴史的風致・基本方針との関係】社寺を中心として形づくる景観や祭礼，まちの繋がりは，歴史的風致を代表するもので
あり，これらの価値を市民と共有し，規制や支援，景観づくりに繋げることで，地域の歴史，文化，町並みを生かしたまちづ
くりの推進に寄与する。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

(3) 「歴史的資産周辺の景観情報（プロファイル）」の充実を３地区で実施

平成29年度に作成した「歴史的資産周辺の景観情報（プロファイル）」に，地域住民との協働による景観づくりを進め

るため，地域住民が大切に継承してきた歴史や文化，地域として大切に守っている歴史的資産や景観など地域特有

の情報を反映した。

プロファイルでは，地域が大切にしている祭事・行事の概要や祭の巡行路，地域に存在する歴史的資産である社寺

や町家などを紹介している。
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

評価軸③-28
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

京町家保全・継承推進事業

平成３０年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後予定している京町家の指定の拡大と合わせ，より多くの趣のある町並みが残って
いる地区や地域の趣のある町並みを特徴づける個別の京町家等に対し，支援を実施し
ていく。

状況を示す写真や資料等

条例に基づく指定地区内の京町家や個別指定の京町家を対象に，京町家の保全・継承に必要となる改修工事
にかかる費用の一部の助成を行う。【頁７－４２】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

助成実績（令和２年３月末時点）
・　指定京町家改修補助金交付件数：２４件
・　個別指定京町家維持修繕補助金交付件数：７件
（参考）
　条例に基づく指定地区数：１０地区，条例に基づく個別指定京町家数：６３３件

【歴史的風致・基本方針との関係】指定された地区内の京町家や個別で指定された京町家の改修等に対して助成すること
により，京都の伝統的な町並みや暮らしの文化，歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりが推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

指定京町家の改修事例

改修前（前庭にある門扉） 改修後（前庭にある門扉）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-29
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

屋外広告物適正化推進事業，広告景観づくりデザイン助成事業，屋外広告物の簡易除却

昭和３１年～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

京都市屋外広告物等に関する条例により，広告物に対する規制を行うとともに，優良な屋外広告物を設置する
者に対し，設置費用等を補助する。【頁７－４４】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

□屋外広告物に関する令和元年度の取組
    京都にふさわしい広告景観を形成するため，平成24年度から屋外広告物対策を抜本的に強化し，屋外広告物制度の定
着促進，是正のための指導の強化と支援策の充実，京都にふさわしい広告物の普及促進を3つの柱として取り組んできた
結果，取組前，市内に表示される屋外広告物の約7割が違反状態にあったものが，令和2年3月末時点では，約98%の屋外
広告物が条例の趣旨に沿った適正な表示となった。
　①景観支障のある案件の解消（更なる適正化の取組）の推進
　令和元年度も，行政代執行を視野に入れて引き続き適正化に向けた取組を推進したところ，残る景観支障のある屋外広
告物は，経過措置期間が終了した平成26年8月末に判明していた約9,000件から，令和2年3月末時点では約900件まで減
少し，中でも，景観支障が大きなものは，約2,100件から約80件に激減している。
　②京都にふさわしい広告景観を創出する屋外広告物の普及・誘導
　本市では，平成19年度から，広告景観の向上に寄与する，優良なデザインの屋外広告物を設置する者に対し，設置費用
等の一部を補助する「京都市優良屋外広告物補助金交付制度」を実施している。平成２８年度には，名称を「京都市広告景
観づくり補助金交付制度」とし，補助対象を拡充，平成２９年度には，実績を踏まえたうえでより多くの事業者に利用してい
ただけるよう上限額を見直した。令和２年度からは更に利用しやすいよう，補助率を見直す。令和元年度は５６件に対して
補助金を交付した。

【歴史的風致・基本方針との関係】地域の特性に応じた規制や条例の趣旨に沿った是正指導，また，京都にふさわしい広
告物に対する補助を行うことにより，歴史都市・京都にふさわしい風情や品格のあるまちづくりが更に推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■ 令和元年度京都にふさわしい屋外広告物に対する補助事例

大極殿 三十六峰

朱SHU. かみ舎楽

京都市－35



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

・Ｈ23 都市環境改善支援事業（国土交通省）
・Ｈ24 民間まちづくり活動促進事業（国土交通省）
・Ｈ24～27 社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）（国土交通省）
・H28～地方創生推進交付金（内閣府）

評価軸③-30
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

官民地域連携エリアマネジメント組織の運営・事業推進

平成２３年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

岡崎地域活性化の動きを持続可能なものとすることが，今後の課題であり，協議会事業
の全てを今後も継続的に実施するのではなく，これまでの取組を通じて培ってきた，施
設等間連携の気運を確実・強固にしていくとともに，更なる民間活力の導入等も進めな
がら，持続可能な形で，地域が一体となった広がりのある取組を進める。

状況を示す写真や資料等

「岡崎地域活性化ビジョン」の推進のための官民地域連携のエリアマネジメント協議会による魅力創出事業，情
報発信等。
【頁７－４７】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　エリアマネジメント組織「京都岡崎魅力づくり推進協議会」を中心に，多くの市民・関係者の連携の下で岡崎地域の資源を
活かした魅力創出事業や総合的な案内・情報発信に取り組んでいる。

（魅力創出事業）
・「桜」と「琵琶湖疏水」の２大資源を活用した「岡崎桜回廊ライトアップ＆十石舟めぐり」の開催。（来場者数 約１万６千人）
・岡崎エリアの新しい夜の魅力創出を目的とした「岡崎ときあかり」を京都市京セラ美術館の竣工式と同日に開催。（来場者
数 約２万人）

（総合的な案内・情報発信）
・岡崎の総合情報パンフレット「岡崎手帖」（秋号・春号）の発行（部数　いずれも７万部）
・岡崎の総合情報サイト「京都岡崎コンシェルジュ」の運用（アクセス数 １，６４７，０３２件）
・回遊促進型イラストマップ「岡崎どこいこトコ♪トコ♪街図」の改訂・増刷発行（日本語版：１８，７００部　英語版：５，０００
部）
・市電（岡崎公園）を活用した総合案内（無人）の実施

【歴史的風致・基本方針との関係】京都の近代化を牽引した岡崎は，＜伝統と進取の気風の地＞の歴史的風致を形成して
おり，その地域の活性化の取組を行うことにより，地域力を活用しながら，歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりが
推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

・岡崎手帖 春号 ・岡崎ときあかり
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

評価軸③-31
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

京都岡崎地区都市再生整備計画事業
（京都市美術館再整備事業）

平成２８年度～令和元年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

８０年を超える歴史を持つ京都市美術館について，建物の風格を失うことなく再整備を行う。【頁７－４９】

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

下記に基づき，平成28年3月，「京都市美術館再整備工事　基本設計」をとりまとめた。
・　本館に加え，新館を建設し，京都の新たなシンボルとなる美術館を目指す。
・　豊富なコレクションに加え，現代芸術の「今」を発信する日本を代表する複合型美術館としての魅力を高める。
・　岡崎地域のポテンシャルを活かしつつ，ギャラリー・アメニティ機能の向上により，日本有数の集客力がある美術館を目
指す。

平成29年1月，　京都市美術館再整備工事落札者決定
平成29年3月，　京都市美術館再整備工事請負契約締結
　　　　　　　　　　京都市美術館再整備工事実施設計着手
平成29年12月，京都市美術館再整備工事実施設計とりまとめ
平成30年1月，　京都市美術館再整備工事本工事着工
令和元年10月，竣工

【歴史的風致・基本方針との関係】京都の近代化を牽引した岡崎は，＜伝統と進取の気風の地＞の歴史的風致を形成して
おり，その地域の活性化の取組を行うことにより，地域力を活用しながら，歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりが
推進される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

京都市美術館再整備事業の南東鳥瞰図

京都市美術館再整備後の北西鳥瞰図
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